
迦
才
教
學

に
お
け
る
行
論

の

一
考
察

山

田

行

雄

一

迦
才
教
學
に
お
け
る
行
論
を
考
察
す
る
に
そ
の
資
料
と
な
る
自

著
は
、
所
謂

『
迦
才
浄
土
論
』
三
巻
で
あ
る
。
迦
才
は
往
生
の
行
業
に

つ
い
て
、
自
か
ら

「
修
二何
行
業
一而
得
レ
生
乎
」
(浄
全

・
六
一二
八
a
)
と

設
問
し
、

こ
れ
に
答
え
て

『
大
経
』
.
『
否
等
畳
経
』

の
三
輩
の
諸
行
、

『観
経
』
の
三
福
十
六
観
、
『
阿
彌
陀
経
』
の

一
七
日

の
念
佛
、

『
鼓

音
聲
王
経
』

の
十
日
の
念
佛
、
『
大
集
経
』

の
観
佛
、
更

に
は

『
十
住

毘
婆
沙
論
』
中
の
禮
讃
、
世
親
の

『
浄
土
論
』
中
の
五
念
門
、
『
大
乗

起
信
論
』

の
獲
願
廻
向
等
、
廣
く
諸
経
論
中
に
説
く
往
生
の
行
業
を
探

求
し
列
學
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
迦
才
は
こ
れ
等
種

々
多
様
な
諸
経

論
中
の
行
業
を
露
納
的
に
統

一
し
、
上
根
の
者
の
爲
に
通
別
二
因
、
中

下
根
の
者
の
爲
に
は
要
略
五
因
を
定
め
示
す
る
の
で
あ
る
。

上
根

の
者
に
す

め
る
通
別
二
因
の
う
ち
ぢ
、
通
因
と
は
、
菩
提
心

と
三
福

の
浄
業
で
あ
る
。
別
因
と
は
念
佛

・
禮
拝

・
讃
歎

・
獲
願

・
観

察

・
廻
向
の
六
種
で
あ
る
が
、
特
に
第

一
の
念
佛
を
ひ
ら
い
て
、
心
念

と
口
念
と
に
分

つ
の
で
あ
る
。
か
か
る
通
別
二
因
を
修
す
る
事
の
で
き

ぬ
中
下
根

の
凡
夫
の
爲
に
、
迦
才
は
次
に
更
に
要
約
し
た
五
種
の
行
業

を
示
す
の
で
る
。
そ
の
五
種
と
は
、
戯
悔

・
菩
提
心

・
念
佛

・
観
察

・

廻
向
が
そ
れ
で
あ
る
。
此
の
中
下
根
の
者
の
修
す
る
五
種
は
、
先
に
學

げ
た
上
根
の
通
別
二
因

の
中
の
通
因

の
中
か
ら

菩
提

心
の
み
を
摘
取

し
、
別
因
よ
り
は
念
佛

・
観
察

・
廻
向
の
三
種
を
出
し
、
そ
れ
に
中
下

根
の
凡
夫
な
る
が
故
に
繊
悔
を
加
え
た
も
の
と
見
る
事
が
出
來
る
。
然

し
、
そ
の
上
根

の
通
別
二
因
と
中
下
根
の
要
略

五
因
の
内
容
を
考
察
し

更
に
要
約
す
れ
ば
、
そ
れ
は
結
局
、
菩
提
心
と
念
佛
と
に
露
す
る
も
の

と
思
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一一

菩
提
心
に
つ
い
て
は
、
迦
才
は
通
因

の
中
ま
ず
最
初

に
菩
提

心
を
學
げ
て

「
如
二
無
量
壽
経
中
三
輩
生
人
こ

(浄
全
六
.
六
三
九
b
)
・

と
、
『
大
経
』
三
輩
生
の
文
を
以
つ
て
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
事
は
曇

(1
)

鷺

の

『論
註
』
の
文
を
指
南
と
し
て
い
る
と
思

は
れ
、
ま
た
要
略
五
因

の
中
の
菩
提
心
に
つ
い
て
迦
才
は

「須
レ
嚢
二菩
提
心
一
若
不
レ
獲
二
菩
提

心
一
直
自
避
レ
苦
逐
レ
樂
恐
不
レ
得
二
往
生
一也
」
(浮
全
六
.
六
四

一
a
)
と

云
う
の
で
あ
る
。
帥
ち
迦
才
は
、
浮
土
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
者
は
皆
等

し
く
菩
提
心
を
嚢
さ
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
の
菩
提
心
こ
そ
浄
土
願
生
に
封

迦
才
敏
學

お
け
る
行
論

の

一
考
察

(
山

田
)

二

二
九
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迦
才
教
學
,お
け
る
行
論

の

一
考
・察

(
山

田
)

二
三
〇

す
る
享
樂
的
慨
慢
の
心
を
按
斥
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
此

の
事
は
、
銑
に
曇
鷺
が

『
論
註
』
に
お
い
て
、
「
若
人
不
レ
議
二
無
上
菩

提
心
一
但
聞
二彼
國
土
受
レ
樂
無
7間
爲
レ
樂
故
願
レ
生
亦
當
レ
不
レ
得
二
往

生
一也
」
(眞
聖
全
・
一
・
三
三
九
)
と
云
い
、
菩
提
心
を
も
つ
て
爲
樂
願

生
を
遮
し
た
の
と
全
く
同
じ
意
で
あ
る
。

次
に
迦
才
の
念
佛
義
で
あ
る
が
、
今

『
迦
才
浄
土
論
』

の
中
、
念
佛

に
就
い
て
述
べ
る
語
を
検
討
す
る
に
、
或
は
観
、
或
は
構
、

ま
た
は
観

念
と
も
構
名
と
も
匠
別
の
つ
か
ぬ
も

の
が
混
然

と
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
「
念
佛
者
復
有
二
二
種
一
一
是

心
念

二
是

口
念
」
(浄
全
六

・
六
四
〇

a
)
と
云

い
、
特
に

「稔
佛
名
」
と
明
ら
か
に
構
名
念
佛
を
出
す
時
に

一
心
相
績

観
二佛
相
好
一
若
口
念
佛

(浄
全
六

・
六
四
五
a
)

観
二察
阿
彌
陀
佛
相
好
一
及
稻
二佛
名
號
一
(浮
全
六
・
六
六
四
b
)

等
と
、
常
に
観
構
共
に
學
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く

の
如
く
、
観
念
と
構
名
と
を
共
に

一
念
佛
思
想
と
し
、
浄
土
往

生
の
行
業
と
し
て
同

一
視
し
て
行
く
迦
才
の
思
想
背
景
は
、
曇
鷲
に
お

け
る
行
論
に
在
る
と
思
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

曇
攣
敏
學
に
お
け
る
往
生
行
を
考
察
す
る
時
、
信
心
・聞
名
・構
名

・

、
十
念
等

を
學
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
要
は

『
論
註
』
三
願
的
謹
の
引

意
、
或

は

『
略
論
』
を
結
ぶ
に
十
念
繹
を
も
つ
て
す
る
意
よ
り
し
て
、

特
に
十
念
念
佛
を
重
覗
し
て
い
る
事
は
明
確
で
あ
る
。
そ
の
曇
鷺
の
説

示
す
る
十
念
と
は
、
佛
髄
に
封
し
て
は
観
と
な
り
名
號
に
望
め
て
は
稻

(
2
)

と
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
迦
才
に

お
い
て
も
、
「
其
土
之
門

凡
聖
同
践
彌
陀
寳
界

十
念
可
レ
登
既
許
二
大

小
倶
遊

庶
類
齊
往
一」

(浄
全
六
・
六
二
八
b
)
と
、
ま
た

「極
樂
乃
至

十
念
成
就

即
得
二
往

生
一」
(
浄
全
六
・
六
六
一一二
)

等
と
示
す
如
く
、

十
念
を
も
つ
て
阿
彌
陀

佛
國

へ
の
往
生
行
と
す
る
の
で
あ
る
。
迦
才
が
此
の
十
念
を
自
か
ら
繹

し
て
い
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
が
、
然
し

『
迦
才
浮
土
論
』
の

第
四
章

「
出
道
理
」
に
お
い
て

『
観
経
』
の
臨
終
十
念
往
生
を
問
題
に

し
、
そ
の
次
に

「問
日

如
下
彌
勒
所
問
経
読
二十
念
一中
云
上

非
二
凡
夫

念
一不
レ
雑
二
結
使
念
一今
此
土
衆
生
髄
是
凡
夫
結

使
末
レ
断

云
何
念
佛

而
得
二往
生
こ

(浮
全
六
・六
六
四
b
-
五
a
)
と
云
う
問
を
設
け
る

の
で

あ
る
。
此
の
問
の
中
、
『彌
勒
所
問
経
』
の
十
念
と
あ
る
が
、現
存
す
る

所
謂

『
彌
勒
所
問
本
願
経
』
(竺
法
護
課
)
に
は
十
念
の
繹
は
無
く
、
迦

才
自
身
が

『
議
畳
浮
心
経
』
の
慈
等

の
十
種
心
を
十
念
と
も
呼
ん
で
い

る

(浮
全
六
・
六
四
九
b
)
と
こ
ろ
よ
り
し
て
、
今
こ
の
間
の
中
の
十
念

も
慈
等
の
十
念
と
も
解
繹
出
來
ぬ
事
も
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
、
迦
才

が
此
の
問
を
設
け
た
直
接
的
意
圖
は
、
慈
等
の
十
念
中
の
心
念
念
佛
を

問
題
に
し
た
の
で
は
な
く
、
問
の
中
に
も
云
う
が
如
き
末
だ
結
使
を
断

ぜ
ざ
る
、
印
ち
煩
悩
具
ハ足
の
凡
夫
の
念
佛
で
あ

る
と
思
考
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
而
し
て
、迦
才
は
此
の
問
に
答
え
て
、念
佛
そ
れ
自
髄
は
決
し
て

煩
悩
を
雑
え
ざ
る
も
の
で
あ

る
と
し
て
、
「唯
須
三
一
心
相
績

観
二佛

相
好
一
若
口
念
佛

心
縁
二五
欲
一
是
雑
二結
使
念
一
念
佛
是
淳
浄
心
」

(浄
全
六
.
六
四
五
a
)
と
云
う
の
で
あ
る
。
此
の
迦
才
の
問
答
は
、
所

謂

『
彌
勒
所
問
経
』

の
十
念
を
出
す

の
で
あ
る
が
、
迦
才
の
意
と
す
る
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と
こ
ろ
は
凡
夫
の
十
念
念
佛
で
あ
り

『
彌
勒
所
問
経
』
の
結
使
を
雑
え

ざ
る
十
念
に
寄
せ
て

「彌
陀
寳
界
十
念
可
レ
登
」
の
十
念
を
繹
成
せ
ん

と
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
印

ち
迦
才
の
云
う
十
念
と

は
、
今

の
問
答
よ
り
し
て

十
念
=

一
心
相
績

観
佛
相
好
(観
)

口

念

佛
(構
)

念
佛

と
の
如
く
に
な
る
。

こ
こ
に
迦
才
が
云
う
「
一
心
相
績
」
と
は
、
曇
鷺
が

『略
論
』

の
十
念
繹
下
に

「無
他
心
間
雑
心
心
相
績
」
(眞
聖
全
一
・
三

七
五
)
と

云
え
る
も
の
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
と
推
考
で
き
る
の
で
あ

つ
て
、
迦
才
は
阿
彌
陀
佛
を
念
ず
る
、
帥
ち

「淳
浮
心
」
の

一
心
相
績

の
上
に
、
若
は
佛

の
相
好
を
観
じ
、
若
は
口
念
佛
、
帥
ち
稽
名
す
る
事

が
十
念

で
あ
る
と
云
う
の
で
あ

つ
て
、
此
れ
は
將
し
く
曇
鷺
の
十
念
繹

義
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
と
思
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
迦
才
は
、
此
の
共
に
十
念
の
内
容
と
す
る
観
念
と
構
名
と
の

い
つ
れ
を
本
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
此
の
問
題
に
就
い
て
、
迦
才
は

上
根
の
者
に
す
す
め
る
別
因
六
種
の
中
の
念
佛
に
二
種
を
學
げ
る
の
で

あ
る
が
、

そ
の
中
口
念
を
繹
す
る
に

「
口
念
者

若
心
無
レ
力

須
將
レ

來
扶

將
レ
ロ
引
レ
心

令
レ
不
二散
齪
一
如
二経
読
一
若
人
念
二
阿
彌
陀
佛
一

得
二百
萬
」遍
已
去
一
決
定
得
レ
生
二
極
…樂
世

黒
ゴ
」
(浄
全
六
・
六
四
〇
a
)

と
、
稻
名
念
佛
は
心
念

(観
念
)
を
成
ぜ
ん
爲
の
手
段
で
あ
る
と
し
て
、

観
念
を
重
覗
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
中
下
根
の
者
に
示
す
要
略
五
因

中
の
第
三
の
念
佛
を
繹
し
て
は

「
須
三專
念
二阿
彌
陀
佛
名
號
鴇
(中
略
)

行
住
坐
臥

閑
時
即
念

常
念
二
佛
名
一」
(浮
全
六
・
六
四
一
a
)
と
云

う
の
で
あ
る
。
帥
ち
行
佳
坐
臥
の
全
生
活
に
お

い
て
常
に
稔
名
念
佛
せ

し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
つ
て
、
然
も
そ
の
卒
生

の
構
名
念
佛
に
三
種
の

釜
ま
で
出
す
の
で
あ
る
。
印
ち
稽
名
念
佛
の
三
種
の
釜
と
は
、

」
、
由
二常
念
一故

諸
悪
箆
観
畢
寛
不
レ生

亦
得
レ溝
二於
業
障
一

一
、
由
二常
念
一故

善
根
増
長

亦
得
レ種
二於
見
佛
因
縁
一

一
、
由
二常
念
一故

鋤
習
焚
利

臨
二命
終
時
一
正
念
現
前

(浄
全
六
・
六

四
一
a
)

で
あ
る
。
郎
ち
迦
才
は
、
上
根
の
者
に
は
観
念
を
重
と
し
、
中
下
根
の

凡
夫
の
爲
に
は
口
構
念
佛
を
本
と
す
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
何
故
、
極
悪
の
凡
夫
が
稽
名
念
佛
の

一
行
で
往
生
出
來
る
の

か
。
此
の
問
題
に
答
え
て
迦
才
は

『
観
経
』
下

々
品
の
十
念
念
佛
の
滅
.

罪
の
功
を
示
す
に
三
義
を
も
つ
て
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
三
義
と
は
、

一
、
此
心
能
引
二無
始
已
來

及

一
生
已
來

所
作
善
業
一
共
相
資
助

即

得
一往
生

一
、諸
佛
名
號

惣
二萬
徳
一成

但
能

一
念
念
佛
之
中
惣
念
二萬
徳
一

一
、
無
始
悪
業

從
二忘
心
一生
念
佛
功
徳

從
ご
眞
心
-生
眞
心
如
レ
日

忘

心
如
レ闇

眞
心
暫
起

忘
心
印
除

如
二日
始
出
衆
闇
悉
除
一
(浮
全
六
・

六
六
八
a
-
b
)

で
あ
り
、
名
號
の
功
徳
力
用
を
讃
嘆
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
曇
鶯
が

『
論
註
』
に
お
い
て

『
観
経
』
下
々
品
の
十
念
の
債
値
を
繹
す
る
に
、

三
在
繹

(眞
聖
全
一
.
三
一
〇
)
を
も
つ
て
す
る
の
と
そ
の
軌
を
同
じ
く

迦
才
敏
學
お
け
る
行
論
の
一
考
察

(山

佃
)

二
三
}
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迦
才
敏
學
お
け
る
行
論

の

一
考
察

(
山

田
)

二
三
二

す
る
も

の
で
あ
る
。

三

か
く
の
如
く
、
迦
才
に
お
け
る
行
論
は
、
曇
鷺
の
十
念
往
生
の
思

想
を
背
景
に
し
つ
つ
、特
に
極
悪
劣
機
の
衆
生
の
行
業
を
、
唯

一
構
名

一

行

へ
と
統
撮
結
集
せ
ん
と
し
た
事
は
、
曇
黛
の
十
念
繹
義
を
承
け
た
と

は
云
え
、
直
接
に
は
迦
才
自
身

の
時
機
の
省
察
と
阿
彌
陀
佛

の
本
願
に

注
意
し
た
事
に
起
因
す
る
と
思
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
迦
才
は
、

興
教
の
時
機
を
明
す
に

『
大
集
月
藏
経
』
の
五
個
の
五
百
年
読
を
引
い

て
、
「今
印
約
レ時
約
レ
根

行
者
無
二定
慧
分
一者

唯
須
下
專
念
二
阿
彌

陀
佛
一
求
占
生
二
浄
土
噌
此
爲
二
要
路
こ

(浮
全
六
・
六
六
四
a
-
b
)
と

示
す
如
く
、
現
今
は
未
法
な
れ
ば
定
慧
の
分
無
し
、
た
だ
繕
名
念
佛
の

み
が
浄
土
往
生
の
要
路
な
り
と
云
う
の
で
あ
る
。
ま
た
阿
彌
陀
佛
の
本

願
に
注
意
し
て
は
、
「法
藏
比
丘
四
十
八
大
願

初
先
爲
二
一
切
凡
夫
一

後
始
兼
爲
三
二
乗
聖
人
一
故
知
浄
土
宗
意
本
爲
二
凡
夫
一兼
爲
二聖
人
一也
」

(浄
奎

ハ
・
六
四
三
a
)
と
云
い
、
阿
彌
陀
佛
の
浄
土
建
立
の
意
を
語

つ

て
は
、
「
浄
土
興
意

本
爲
二
凡
夫
一

非
レ
爲
二菩
薩
一
也
」
(浮
全
六
.
六

四
三
a
)
と
ま
で
云

つ
て
、
善
導
を
し
て

「定
爲
二凡
夫
一不
レ
爲
二聖
人
一」

(眞
全
一
・
四
五
三
-
四
五
四
)
と
云
は
し
め
た
淵
源
を
感
じ
さ
せ
る
が

如
き
に
ま
で
迫
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
又
阿
彌
陀
佛
の
四
十
八
願
を
も

つ
て
他
力
と
な
し
、
「極
樂
愚
二阿
彌
陀
佛
四
十
八
願
一他
力
往

生
」
(浮

全
六
。
六
六
一ご
b
)
と
讃
嘆
し
、
そ
れ
を
船

に
響
え

て
は

「
阿
彌
陀
佛

墨
三
慈
悲
樟
一
乗
二
大
願
船
一
運
二
度

一
切
苦
悩悩
衆
生
一」
(浄
全
六

・
六
六

六
b
)
と
云
う

0
で
あ
つ
て
、
あ
た
か
も
純
正
浄
土
敏
の
易
行
思
想
に

直
結
す
る
か
の
如
き
感
を
い
だ
か
し
め
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
他
方
に

お
い
て
は

「倶
具
ハニ
ニ
義

一
印
得
二往
生
一

一
一
切
衆
往
生
修
行

以
爲
二

因
縁

一
二
彌
陀
本
願

爲
二増
上
縁

一
二
義
若

具
ハ足
印
得
二
往
生
一」
(
浮

全
六
・
六
四
三
b
)
と
も
示
す

の
で
あ
る
。
迦

才
は
曇
鷺
と
同
じ
く
、

阿
彌
陀
佛
の
本
願
を
も

つ
て
増
上
縁
と
は
云
う
も
の
の
、
親
因
縁
は
ど

こ
ま
で
も
衆
生
の
修
行
で
あ

つ
て
、
曇
鷺
が

『
論
註
』
,に
お
い
て
明
す

「
信
佛
因
縁
」
(眞
聖
全
丁

二
七
九
)
で
は
な
く
、
「
二
義
具
ハ足
印
得
往

生
」
で
あ
る
。
故
に
迦
才
の
云
う
他
力
と
は
相

封
的
な
も
の
と
云
は
ざ

る
を
得
な
い
。
帥
ち
、
阿
彌
陀
佛
の
本
願
に
注
意
し
、
し
か
も
曇
鷲
の
十

念
念
佛
往
生
思
想
を
承
け
な
が
ら
悉
、
な
お
全
髄
を
通
じ
て
は
念
佛
の

絶
封
性
を
張
調
出
來
ず
、
自
力
的
傾
向
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
然

(3
)

し
な
が
、
迦
才
は
撮
論
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
廣
く
諸
経
論
を
引
謹

し
、

一
般
佛
敬
を
浄
土

一
門
え
と
統

一
し
て
浮
土
教
の
顯
正
に
努
め
、

後
世
浄
土
敏
家
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
事
は
、
高
く
評
債
さ
れ
て
し

か
る
べ
き
で
あ
る
。

1

『
論
註
』
案
二王
舎
城
所
説
無
量
壽
経
一三
輩
生
中
錐
三
行
有
二
優
劣
一

云
々
(眞
聖
全

一
・
三
三
九
)
。

2

拙
論

「安
樂
集
に
於
け
る
曇
鷺

敢
學
の
展
開
」
(龍
大
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
號
・
二
〇
〇
頁
)
参

照
。

3

迦
才

の
教
系

に
つ
い
て
は
、
三
論
宗

と
す
る
も

の
ー

聖

聰

『
浮
土
三
國
佛
租
傳
集
』
(
績
浮

全
六

・
三
一
二
)

・
存
畳

『
選
澤
註
解

砂
』
(
眞
聖
全
五

・

一
三
八
)
・
知
俊

『
迦
才
浮
土
論
鯨

暉
砂
』
(
績

浮

全

七

・
六
五

a
)
、
撮
論
宗
と
す
る
も

の
1

名
畑
鷹
順
博

士

『
迦

才

浄

土

論

の
研
究
』
四
頁

・
藤
原
凌
雪
教
授

『
念
佛
思
想

の
研
究
』

一
八
七
頁

・

長
西

『
浮
土
依
愚
経
論
章
疏
目
録
』
(
佛

全

・
書
籍
目
録

一
・
三
四
四
)
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